
（別紙１）
　　　　　　平成１６年度　２学期制に関する先行実施校の取組について
                                              　　　　　　　　長岡市立宮内小学校
１　学期等について                                            
 （１）　　１学期　　 ４月　１日　 ～　１０月１１日　（授業日数１００日）
           ２学期　 １０月１２日   ～  　３月３１日  （授業日数１０２日）
 （２）　　春休み　　 ４月　１日   ～    ４月　５日  （　５日間）
           始業式　　 ４月　６日
           夏休み　 　７月２８日　 ～    ８月２９日  （３３日間）
           終業式　 １０月　４日   
           秋休み 　１０月　５日　 ～　１０月１１日　（　７日間）
           始業式　 １０月１２日
           冬休み　 １２月２５日   ～    １月　５日　（１２日間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【地震による特別措置のため当初の計画を変更】
           終業式　 　３月２３日
           春休み　　 ３月２５日   ～    ３月３１日
２　２学期制の評価（成果）等について
（１）２学期制を実施するに当たって、学校として目指したことは。
       当校の学校課題を解決するために２学期制を導入した。
	 　 子どもたちが時間的・精神的にゆとりをもち、充実した学校生活を送るために、一
  つの学期を長期化することによって、時間的・精神的なゆとりを生み出し、学習や学
  校行事等に生かしていく。


（２）その目指したことに関し、１年間を振り返って学校としての評価は（成果）はどうか。   　　問題行動の減少
      子どもと担任が向き合う時間が増えた。その結果、子どもへの支援や指導が充実し学　　校全体が落ち着き、いたずら書き等の問題行動や校外での事故等が減少した。
　　学習等への集中の高まり
　　　６年生は年度始めに修学旅行、運動会等があり慌ただしさがあった。修学旅行の９月　　実施により、それが解消された。委員会活動の充実や学習への集中もみられた。
　　夏休みの充実
　　　「夏休みが昨年より充実した。目的をもって過ごせた」という保護者の声が多く聞か　　れた。これは事前指導が集中して行えたこと、休み中に希望者による学習や水泳指導を　　行ったことによる成果と考える。
（３）１年間２学期制を先行実施しての課題や問題点は何か。
　　夏休み・冬休みの有効活用　
  　　各教科，総合的な学習の時間等と休み中の課題との関連が不十分であった。指導計画　　の見直しを中心に工夫・改善の余地がある。
  　長期休業の弾力的運用と対外的研修等との調整
　　○始業式、入学式の実施日の検討
　　　年度始めの諸準備と会議に十分な時間の確保が必要である。
　　○夏休みの開始時期の検討     
    　夏休みの開始時期を遅らせたが、学習の能率という点では暑い中での学習は再考を要　　する。
  　○秋休み期間の検討
    　児童、保護者、教師とも肯定的評価と否定的評価に二分された。「生活のリズムが狂　　う」等の指摘もあり、どの位の期間が妥当なのかを十分に検討する必要がある。  　　　　多忙感の払拭
　　　２学期制による改革を計画的に行ってきたつもりであるが、全ての職員にとって初め　　ての経験であり、見通しがもちにくく物事が遅れ気味になる部分もあり多忙感は否めな　　かった。その反面、新しいものを創り出すという充実感やそのことに懸ける熱意は多く　　の職員に溢れていた。
　　対外的な行事との調整や開催時期の検討
    　市内親善陸上大会や親善音楽会、ほほえみ交流会が、当校の学期末・学期始めと重な　　り、多忙な時期が集中してしまった。２学期制を市内各校が実施するなら、対外的行事　　を全面的に見直す必要がある。
３　保護者等の意見について
　　２学期制を実施して、子どもたち、保護者、教職員はどのような意見や感想を寄せているか。アンケート調査を行っていれば、その結果はどうだったか。
　　保護者は　　                                         資料１（保護者アンケート）
　　　年度末に実施したアンケートで肯定的評価が多いものは、　
    ○総合評価 －「よい」「まあよい」が約６０％、「あまりよくない」「よくない」が　　　　　　　　　 　約３５％
    ○増えた時数を子どもたちの生活指導やきめ細かな指導に－「効果があった」「まあ効果があった」が約５５％、「あまり思わない」「思わない」が約３９％
    ○学校の様子を伝える工夫（学習参観、学校だより、家庭訪問等）－「よく分かった」「まあ分かった」が約８３％、「あまり分からなかった」「分からなかった」が約１６％
　　○学校改革  －「感じとれた」「まあ感じとれた」が約５６％､「あまり感じとれない」　　　　　　　　 「感じとれない」が約４０％
    ○教師の前向きな姿勢－「感じとれた」「まあ感じとれた」が約６７％､「あまり感じとれない」「感じとれない」が約３０％
      否定的評価は、
    ○お子さんの学校生活に「ゆとり」を感じとれたか－「感じとれた」「まあ感じとれた」が約２８％､「あまり感じとれない」「感じとれない」が約６８％
    ○お子さんの学校生活に「充実」を感じとれたか－「感じとれた」「まあ感じとれた」が約４０％､「あまり感じとれない」「感じとれない」が約５６％
　　職員は                                            　   資料２（２次アンケート）
    　・年度末の評価は「成果」「課題」が半々の状況である。学校として目指した「ゆと　　　り」「充実」の評価は、平均値が４段階評価で「ゆとり」約２．６ポイント、「充実」　　　も同じく２．６ポイントである。改善には学校行事の配置等を検討するべきとする意　　　見が多い。
　　　・「２学期制が学力向上に繋がったか」についての平均値は約２．３ポイントであり、　　　次年度への課題といえる。
　　児童は                                             　　資料３（１次アンケート）
  　　・「夏休みが短く感じた」とする児童が､「そう思う」「まあそう思う」を合わせて６２％であった。
　　　・６学年児童への「夏休みを活用した修学旅行の事前学習はできたか」に対しては、　　　９５％が肯定的な評価であった。
　　　・秋休みについては「秋休みは気持ちの切り替えや２学期の準備ができたか」につい　　　て７３％の児童が「できた」「かなりできた」と回答していた。
４　２学期制への不安や疑問に対する学校の対応について
（１）通知表の回数が３回から２回に減ることで、本人や保護者にとって学習の成果を知　 る機会が少なくなるのではないか？
  　家庭訪問等の実施時期の工夫と内容等の充実
　　　従来の通知表発行時期に、家庭訪問（７月２８日から３日間）と、個別懇談（１２月　　２０日から４日間）を設定した。一人当たりの懇談時間を十分確保したこと、資料を準　　備し共有化を図ったことなどで、保護者や児童の不安解消を図れたと考える。保護者ア　　ンケート等での保護者の声は、好意的な評価が多い。　　　　資料４（家庭訪問資料）
（２）定期テストの範囲が広くなり、子どもたちが大変になるのではないか？
    　当校は単元毎のテスト等であり、３学期制とほとんど差はない。
（３）夏休みなどの長期休業で学期が分断されるのは、子どもたちにとってマイナスなので　　はないか？　
      マイナスにならないように、夏休み・冬休みを有効に活用をしていくことが重要であ　　る。今後の大きな課題である。　　　　　　　
　　　・課題の工夫　－－　調べ学習などの充実を図り、学びの連続を図る。
　　　・チャレンジデー等の実施  －－　学習の補充、自主学習、泳力向上等を支援する。
　　　
５　一般的事項について
（１）３学期制に比べて長い学期の中で、子どもたちが課題にじっくり向き合うなど、３学　　期制に比べてゆとりある学校生活が送れるようになったか。具体的にどのようにゆとり　　が生まれたか。
　　　３学期制に比べ、１５時間の授業時数が増えた（高学年）。その時数を、調べ学習や　　計算，漢字の習熟の時間に当てることができ、学びにゆとりが生まれた。
（２）学期の途中に長期休業が入ってきたが、学習の連続・発展に結びつくような有効活用　　が図られたか。
　　　○有効に活用したとは言い難い。各教科・総合的な学習と休みの課題との関連のとら　　　えが不十分なところがある。年間指導計画の見直しが今後の課題である。
　　　○１０月の保護者アンケート「夏休みは学習内容の定着を図ったり学習を深めたりす　　　る上で有効に働いたか」では、約４５％が「そう思う」、約５１％が「そう思わない」　　　と、否定的意見の方が多かった。しかし、自由記述では、「昨年より充実した夏休み　　　となった」が中・高学年に多かった。これは、事前指導が十分に行えた成果と考える。
　　　○６年生は修学旅行に向けての調べ学習で有効活用した。
（３）７月、１２月に行われていた通知表作成などの学期のまとめの事務がなくなったこと　　により、長期休業前の指導や教育相談などの充実が図られたか。７月、１２月の事務の　　軽減により、他にメリットはあったか。
　　　　教職員の声は「一人一人の子どもに応じた指導等がじっくりとできた」が多い。
　　　他のメリットとしては、
　　　・保護者から「長期休業直前まで給食があり良かった」の声が多かった。
　　　・職員からは「休み前もじっくり学習が進められた」との声が多かった。
（４）子どもと教師のふれあいの時間が、３学期制に比べてより確保できるようになったか？　 それは、どのような場面に現れているか？
　　○長期休業前の個別指導の時間がしっかり確保できた。
    ○学期始めの午前放課が無く、長期休業直後の教育相談週間等の時間が取りやすくな　　　り、一人一人の児童へのきめ細かな対応が可能になった。   
（５）長期的な視点で子どもたちを見つめることができ、学習の到達度などを的確に把握・　　評価し、きめ細かな指導が可能になったか？具体的にはどのようなことが可能になった　　か？
　　　　３学期制に比べて、子どもを見取る資料が多くなり、長い目で子どもを捉え、個別　　　指導等をじっくり行えた。また、３学期制の３学期（短すぎる点）が改善され、長い　　　スパンで学習等が行えたことが大きな成果である。
（６）始業式・終業式や長期休業前後の短縮授業が少なくなること等で、３学期制に比べて　　授業時数は何時間程度増えたか？増えた時数をどのように活用したか。
　　　　１５時間の増（高学年・地震による欠課を除く）。この時間を調べ学習の時間や計　　　算や漢字の習熟として活用した。
（７）２学期制の検討、導入が教職員の意識改革や学校改革の契機になったか。それはどの　　ような点に現れているか。
　　　○契機になっている。チャレンジデーや家庭訪問の工夫など、新たなものを生み出す　　　ために、職員は学年や各教科部、各種の会議等で多くのアイディアを出してきた。
　　　○先陣を切って２学期制を導入していることから、地域や保護者からの理解を得るた　　　め多くの説明の機会を設けてきた。このことが地域や保護者の学校に対する信頼を築　　　き上げている。
（８）２学期制によりゆとりある柔軟な教育課程の編制や実施が容易になったか。学校行事　　も含め、具体的にどのような変更や工夫をしたか。
    　子どもの生活リズム等を主眼に学校行事等の大幅な工夫や改善が行えた。
　　　・６年修学旅行（５月初旬→９月初旬）  ・家庭訪問（６月中旬→７月/夏休み）　   　 ・５年自然教室（７月初旬→７月中旬）    ・個別懇談（１２月初旬→１２月下旬）　　　　・児童会祭り（１１月下旬→１２月中旬） ・学習参観日の増加（２回増）　　
（９）３学期制に比べ、２学期制でより特色のある学校づくりが可能になったか。それはど　　のような点か。
　　　　子どもを主体にして行事や学習等を組み替えて教育課程を編成してきた。教育課程　　　の編成を含め「ゆとりと充実」の面で改善が図られたことが特色ある学校づくりと考　　　える。
（10）以上のほか、２学期制の導入により可能になったことや工夫したことは、どのような　　ことか。
  　 ・特記事項なし
（別紙２）
　　　　　　　　平成１７年度　　２学期制の取組について（２年次）
                                              　　　　　　　　　長岡市立宮内小学校
１　学期等について                                          　資料５　年間行事計画
 （１）　　１学期　　 ４月　１日　 ～　１０月１１日　（授業日数　９９日）
           ２学期　 １０月１２日   ～  　３月３１日  （授業日数１０３日）
 （２）　　春休み　　 ４月　１日   ～    ４月　６日  （６日間）
           始業式　　 ４月　７日
           夏休み　 　７月２５日　 ～    ８月２８日  （３５日間）
           終業式　 １０月　６日   
           秋休み 　１０月　７日　 ～　１０月１１日　（　４日間）
           始業式　 １０月１２日
           冬休み　 １２月２３日   ～    １月　６日　（１５日間）　　
　　　　   終業式　 　３月２３日
           春休み　　 ３月２５日   ～    ３月３１日  （　７日間）
２　２学期制に関する２年次目の取組について
（１）２年次目の先行実施に当たって、学校として目指すこと（基本方針）は。
　　当校の学校課題解決に向け、実施１年目の成果と課題を踏まえ、次のことを目指す。
	 　 子どもたちが時間的・精神的にゆとりをもち、充実した学校生活を送るために、一
  つの学期を長期化することによって、時間的・精神的なゆとりを生みだし、学習や学
  校行事等に生かしていく。


（２）１年間の先行実施を振り返って、２学期制に関しての課題や問題点は何か。
　　子どもたちの「ゆとりと充実」
      ２学期制の導入で学校が目指す「子どもたちの学校生活にゆとりと充実」が達成でき　　ているとは言い難い。保護者評価では、特に「ゆとり」面を指摘された。何を、どのよ　　うに工夫・改善すればよいか、全教育活動を再度見直す必要がある。
　　長期休業の有効活用と弾力的運用
    　○長期休業を有効活用したとは言い難い。指導計画の見直しや休み中の課題等、工夫　　　改善しなければならない。
　　　○年度初めに子どもを迎える準備や会議等を行う時間が不足（昨年は３日）である。　　　これを解消するため始業式・入学式の設定を工夫・改善する必要がある。
　　　○夏休み前の暑さや対外的研修等を考慮して、夏休み期間の設定を工夫する必要があ　　　る。
　　　○秋休みの意図を明確にし、その期間の設定を工夫する必要がある。　　
  　教職員の充実感の高揚と多忙感の払拭
　　　「子どもたちのために」を合い言葉に、新しいものに挑戦する気概と創り出すという　　　充実感、子どもに懸ける熱意は多くの職員に溢れていた。
　　　　しかし、改革と実践を計画的に行ってきたつもりであるが、全ての職員にとって初　　　めての経験であり、見通しがもちにくく物事が遅れ気味になる部分があった。特に９　　　月末は、親善陸上大会や親善音楽会、ほほえみ交流会等の対外的行事の実施や準備と　　　当校の学期末・学期始が重なり多忙を極めた。
（３）その課題や問題点をどのように改善しようとしているのか。
　　学校行事の見直し、工夫・改善
    　○新学期を児童・職員がともにゆとりをもって始められるように、始業式や入学式を　　　遅らせて実施する。この日数は夏休みで調整する。
      ○児童の生活リズムと家庭の受け入れ態勢を考慮し、秋休みは必要最低限の日数にす　　　る。この日数も夏休みで調整する。
　　　○２学期始めに行事が集中しないように、文化祭の実施日を遅らせる。
      ○暑さ対策等を考慮し、夏休みの開始時期を他校と同じにする。
　　開かれた学校づくりと児童・保護者評価の工夫・改善
      ○学級懇談会や学校説明会、学校だより等を工夫・改善し、情報提供や周知、『共育』
　　　に努める。
      ○昨年より全ての項目で良い評価をいただけるように、教職員が英知を結集し確実に　　　実践する。
    教職員の多忙感の払拭　
      教職員が「ゆとりと充実」を感じなければ、子どもの「ゆとりと充実」は遠いものだ　　と考えている。２年目は、全てのことを見通し、より計画的に行う。
平成１７年度　２学期制の取組について（２年次）
長岡市立南中学校　
１　学期等について
　(1) １学期　　４月　１日～１０月１０日（４月１日から体育の日まで）
２学期　１０月１１日～　３月３１日（体育の日の翌日から３月３１日まで）
　(2) 春休み　　４月　１日～　４月　６日（※　４月　１日～　４月　５日）
始業式    ４月　７日              （※　４月　６日）
夏休み    ７月２５日～　８月２９日（※　７月２５日～　８月３１日）
終業式　１０月　６日
秋休み  １０月１１日～１０月１２日
始業式　１０月１３日　
冬休み　１２月２５日～　１月　５日（※１２月２５日～　１月　７日）
終業式　　３月２４日              （※　３月２４日）
春休み　  ３月２５日～　３月３１日（※　３月２５日～　３月３１日）
※は，旧長岡市管理規則によるもの
２　２学期制に関する２年次目の取組について
　(1) 南中学校２学期制試行のねらい３つ
　　①主に学習面に関して
長いスパンの中でゆとりを生み出し，指導と評価をより一体化させることにより「確
かな学力」をつける。
②主に長期休業に関して
　　　夏休みなどの長期休業を有効に活用し，学びを連続させ，個に応じた力を伸長させる。
　　③主に学校行事・体験活動等に関して
授業時数を確保しながら，南中学校で大切にしてきた学校行事，体験活動等をより
充実したものにする。
　(2) ２学期制の課題や問題点
①通知表の回数減への不安と「学習のまとまりごとの評価」の意図の周知
平成１６年度は「学習のまとまりごとの評価」を年４回（長期休業前，学期末）家
庭通知したが，長期休業前に通知表がないことへの不安が完全に解消されているとは言えない。
②長期休業の過ごし方
長期休業に対する意識改革の呼びかけを継続していくともに，長期休業前の学習相
談・三者面談，夏休み中の家庭訪問，長期休業中の学習教室等を学びの連続という観点からさらに計画的に行ったり，長期休業中の学習環境を物心両面から整備していくことが課題である。
③学校行事
平成１６年度は２年生の笹ヶ峰キャンプを７月末の夏休み中，運動会を８月末に設
定したが，その時期の再考の意見が保護者・生徒から多く寄せられた。また，２学期以降は中越大震災で計画変更を余儀なくされたが，授業時数を確保しながら，なるべく学校行事，体験活動等は中止しないできた。このような状況のであったために日々忙しく，行事そのものの精選，見直し等の声は職員からも上がっている。
④生徒，教職員のゆとり
　平成１６年度は長いスパンの中でゆとりを生み出すことをねらいとしたが，生徒，職員のゆとりを生み出すには至らなかった。
　(3) ２学期制の課題や問題点改善の方策
①「学習のまとまりごとの評価」の意図の周知
・「学習のまとまりごとの評価」の周知を図るために，家庭通知の方法等を改善する。具体的には提示から回収までの活用方法を家庭訪問（８月），三者面談（１２月）で説明をするなどの取組を行う。
・「通知表」の評定と「学習のまとまりごとの評価」との関わりが分かりやすくなるように，学校からの評価資料をすべてファイル形式とし，保護者に提示する。
②長期休業の過ごし方
「学びの連続」をねらいとして，次のことに取り組む。
・長期休業前に定期テストの範囲表を示すとともに，定期テストを意識した学習計画を立てさせる。また，その学習計画を活用した学習相談・三者面談を実施し，個に応じた指導を行う。
・長期休業中の学習教室（補充・発展学習）と他の諸活動（部活動，運動会準備等）の計画を調整し，生徒が計画的に活用できるようにする。
・長期休業前の学習相談・三者面談や休業中の家庭訪問を活用し，長期休業に対する意識改革の呼びかけを継続していく。
③学校行事
１７年度も授業時数を確保しながら，なるべく学校行事，体験活動等を充実させる。
そのために増えた授業時数を活用し，行事の準備に当てるなどの工夫を行う。具体的には，次のようなことを行う。
・７月末（夏休み中）の２年生の笹ヶ峰キャンプに向けた遠足を２年生で実施し，キャンプに向けた事前準備を充実させる（新規行事）。
・運動会を９月初めに実施するために，８月末から授業を再開し，準備にゆとりを持たせる。
④生徒，教職員のゆとり
ア　生徒のゆとり
・年４回の定期テストを軸とした学習期を意識し，その中で学校行事等の適切な配置を行うとともに，その計画的な運用を図る。
・増えた授業時数を活用し，体験活動と結びつけた道徳や総合的な学習の時間の充実を図る。
イ　教職員のゆとり
　通知表との関連を図り，「学習のまとまりごとの評価」の提示を改善する。具体的には次のことを実施する。
・今まで市に印刷を依頼し，教師が手書きで記入していた通知表をファイル形式とし，その作成にあたってはできる限りコンピュータ等を活用し，事務作業の効率化を図る。
・時数が少ない音楽，美術，技術・家庭の「学習のまとまりごとの評価」の提示を改善し，通知表と連動した評価表を作成する。
平成１６年度　２学期制に関する先行実施校の取組について
東　北　中　学　校
１　学期等について
　（１）　１学期　　４月　１日～１０月１１日
　　　　　２学期　１０月１２日～　３月３１日
　（２）　春休み　　４月　１日～　４月　５日
　　　　　始業式　　４月　６日
　　　　　夏休み　　７月２３日～　８月２４日
　　　　　終業式　１０月　７日
　　　　　秋休み　１０月　８日～１０月１１日
　　　　　始業式　１０月１２日
　　　　　冬休み　１２月２４日～　１月　７日
　　　　　終業式　　３月２４日
　　　　　春休み　　３月２５日～　３月３１日
２　２学期制の評価（成果）等について
（1） ２学期制を実施するに当たって、学校として目指したことは。
· 特色ある学校経営を図るために、長期休業の弾力的な運用と一つの学期を長期化することによって、時間的・精神的にゆとりを生み出し、学校の活性化を図り、それを学校生活や学習指導、学校行事等に生かしていくこと。
　（２）その目指したことに関し、１年間を振り返って学校としての評価（成果）はどうか。
　　　○ 学習指導→定期テストの時期を考慮。大会前に集中して部活動に集中することができた。
　　　　　　　　　 →学習の継続化を図ることができ、学習意欲の向上につながった。
○ 学校行事→中越地区各種大会、西関東吹奏楽コンクール、各種冠大会等を考慮
　　　　　　→体育祭の日曜開催を実現（９月上旬の土曜、日曜日は不可能）
　　　　　　→生徒・教職員・保護者・地域の方々で２５００人を集めての体育祭で盛り上がった。
·  教職員　→３学期制の１学期末だと成績処理から通知表書きが各種大会や県　　
総体前で大変あわただしい。それがなくなったので、心にゆとりがもて、生徒と触れ合う時間が確保できた。
（３）１年間２学期制を先行実施しての課題や問題点は何か。
·  まずはやってみて、そこから何かを得ようの基本姿勢でスタートした。生徒・教職員・保護者ともに、２学期制を実施したからこそ、初めてその良さが分かった。
·  ＰＲの仕方が重要であった。現実的には、実際に体感した生徒・教職員・保護者・ 地域住民の声がすべてを語ってくれている。
３　保護者等の意見について
○　夏休みも継続した学習が行えてよかった。（８０％）⇔子どもにゆとりが少なくなったのではないか。
　　　○　大会やコンクールにも配慮されていてよい。（８０％）⇔今までどおりで問題がない。
　○　体育祭の日曜開催はよい。（９０％）⇔無理して日曜にしなくてもよい。
４　２学期制への不安や疑問に対する学校の対応について
（１）通知表の回数が３回から２回に減ることに対して
東北中学校オリジナル評価を実施し、「家庭訪問」（夏休み実施）で説明することにより解消。
（２）定期テストの範囲が広くなり、子どもたちが大変になるのではないか
定期テスト内容（「基礎・充実・発展」）と実施時期を改善して解消。
また、授業改善、テスト前の放課後学習を充実させることにより解消。
（３）夏休みの長期休業で学期が分断されるが
子どもにとって逆にプラスである。夏休みに個別指導（チャレンジ学習）を実施。
５　一般的事項について（２学期制を実施して、実態はどうだったか。）
（１）３学期制に比べて長い学期に中で、子どもたちが課題にじっくり向き合うなど、ゆとりある学校生活が送れるようになったか。具体的にどのように「ゆとり」が生まれたか。
· 学習と部活動、学校行事など、生徒が「現在何をすべきか」目標をもって学校生活を送るなど、それぞれの活動に集中して取り組む心のゆとりが生まれた。
（２）学期の途中に夏休み等の長期休業が入ってきたが、学習の連続・発展に結びつくような夏休みの有効活用が図られたか。＜上記に書いたように図られた＞
（３）７月、１２月に行われていた通知表作成などの学期のまとめの事務がなくなったことにより、長期休業前の指導や教育相談などの充実が図られたか。７月、１２月の事務の軽減により、他にメリットはあったか。
· 生徒と触れ合う時間や教育相談の時間が増えた。
· 部活動に集中して取り組むことができた。
· 第１回学校評価をしっかり行えた。
（４）子どもと教師の触れ合いの時間が、３学期制に比べてより多く確保できるようになったか。
· 長期休業前の通知表作成等の時間が、触れ合いの時間に活用された。
（５）長期的な視点で子どもたちを見つめることができ、学習の達成度などを的確に把握・評価し、きめ細かな指導が可能になったか。具体的に、どのようなことが可能になったか。
· テスト内容を工夫したことにより、可能になった。また、きめ細かな指導は、授業をはじめ、テスト前の放課後学習や長期休業中のチャレンジ学習で行っている。
（６）始業式・終業式や長期休業前後の短縮授業が少なくなること等で、３学期制に比べて授業時数が何時間程度増えたか。増えた授業時数をどのように活用したか。
· ３学期制だと、昨年度は２０６日の授業日。今年度は２０２日である。１６年度は、２学期制の試行により、２０４日授業日が確保できた。中越地震のため、時数の比較はできない。教育計画では心の教育を推進した。
（７）２学期制の検討、導入が教職員の意識改革や学校改革の契機となったか。それはどのような点に現れているか。
· 「学力向上を図るための手段」「ゆとりを生み出す手段」「東北中らしさとはどんなことか」等、教職員、学校評議員（健全育成推進員）、ＰＴＡ役員等を考えた。意識改革の契機となった。
　　（８）２学期制により、ゆとりある柔軟な教育課程の編成や実施が可能になったか。学校行事等も含め、具体的にどのような変更や工夫をしたか。＜別紙参照＞
（９）３学期制に比べ、２学期制でより特色ある学校づくりが可能になったか、それはどのような点か。
· 生徒一人ひとりが目標をもって取り組める「夢の学校づくり」から「心の学校づくり」へ
（10） 以上のほか、２学期制の導入により可能となったことや工夫したことは、どの
ようなことか。
　　 ○ 週単位の時間表の作成→どの学級も、各教科毎に、等しい授業時数を確保している。
     ○ 学校行事「心の講話」を年間６回行い、心を育てている。
　　　
平成１７年度　２学期制の取組について（２年次）
東　北　中　学　校
１　学期等について
　（１）　１学期　　４月　１日～１０月１１日
　　　　　２学期　１０月１２日～　３月３１日
　（２）　春休み　　４月　１日～　４月　５日
　　　　　始業式　　４月　６日
　　　　　夏休み　　７月２３日～　８月２３日
　　　　　終業式　１０月　７日
　　　　　秋休み　１０月　８日～１０月１１日
　　　　　始業式　１０月１２日
　　　　　冬休み　１２月２３日～　１月　９日
　　　　　終業式　　３月２４日
　　　　　春休み　　３月２５日～　３月３１日
２　２学期制に関する２年次目の取組について
（１）２年次目の先行実施に当たって、学校として目指すこと（基本方針）は。
　　○　昨年度と同様に、特色ある学校運営を図るために、長期休業の弾力的な運用と５期制を基本に一つの学期を長期化することによって、時間的・精神的にゆとりを生み出し、活性化を図り、教育活動に生かしていくことを基本方針とする。
（２）１年間の先行実施を振り返って、２学期制に関しての課題や問題点は何か。
　　○　夏休み中の対外試合が３学期制実施校とずれがあり、調整が難しい。
（３）その課題や問題点をどのように改善しようとしているか。
　　○　根本的な改善策はないが、今後２学期制が本格実施になれば解決できると考える。
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